
高分子の精密重合法、特にリビングラジカル重合法の基礎と応用に関
する研究を行っています。応用研究では、特に、無機・有機・金属など
各種の固体表面を対象とする表面開始リビングラジカルグラフト重合法
の開発と、これにより得られる新規な表面「濃厚ポリマーブラシ」の構
造・物性と機能開発に関する研究を展開しています

高分子材料設計化学領域の最近の研究
高分子材料設計化学

研究内容

新材料の創成

機能化

反応解析

重合制御

構造解析

高次構造制御
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濃厚ポリマーブラシ系： 新しい構造・特異な物性 ポリマーブラシ付与複合微粒子の創製と応用

極小角X線散乱(USAXS)法によるイオン液体／濃厚
ポリマーブラシ付与微粒子複合体の高次構造解析

ボトルブラシの合成と分子鎖特性評価

ブラシ状界面と液晶の相互作用の解明 モノリス材料の機能化

CLSM image

10μm

エポキシ系モノリス（緑）への
ポリマーブラシ（赤）付与

ポリマーモノリスのトライボロジー特性評価
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ポリマーブラシ間の反発力
微粒子の規則配列

ポリマーブラシの
サイズ排除効果

液晶

生体材料 相分離構造制御

Ohno, K. et al. Biomacromol. 2012, 13, 927.

Ohno, K. et al. Macromol. 2006, 39, 1245.
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濃厚ブラシ

表面開始リビング
ラジカル重合法により

濃厚ブラシ系を実現
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モデル akn2 (User)

数式 y=a+k*x^n

プロット λ λ

a 10.91407 ± 0.27294 16.14461 ± 0.27294

k* 0.00149 ± 1.05227E-4 0.00149 ± 1.05227E-4

n* 2 ± 0 2 ± 0

自由度あたりカイ二乗* 0.13457

R二乗(COD) 0.98197 0.98861

R二乗(COD)* 0.9941

補正Ｒ二乗* 0.99017
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